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次の計算をしなさい。□１

(１) ４ ＋２ ＋５ － ①x y y x

(２) (１５ ＋９ )÷３ ②x y

(３) ６ ×(－２ ) ÷８ ③x y x y２

(４) ３(２ ＋ )－７( －２ ) ④x y x y

次の問いに答えなさい。□２

(１) 次の連立方程式を解きなさい。 ⑤

２ ＋３ ＝－５x y

３ －４ ＝１８x y

（２） ゆりこさんは，円柱の体積につい

て 「底面の半径を３倍，高さを３分，

の１にしても，円柱の体積は変わら

ない」と考えました。

ゆりこさんの考えが正しいかどうか

を 式を使って確かめたいと思います 円柱Ａの底面の半径をｒ 高さをｈとして 円柱Ａ， 。 ， ，

と円柱Ｂの体積をそれぞれ式で表しなさい。ただし，円周率はπとします。

また，その２つの体積の関係について，あてはまるものを㋐～㋓から１つ選びなさい。

㋐ Ａの体積とＢの体積は等しい。 ㋑ Ａの体積がＢの体積より大きい。

㋒ Ｂの体積がＡの体積より大きい。 ㋓ どちらの体積が大きいか分からない。

⑥

h

ｒ

Ａ

Ｂ



- -2

a３
(３) 右の図は， ＝－― …㋐ のグラフと ＝― （ ＜０）…㋑ のグラフで，㋐と㋑のy x y x

x２

グラフの交点Ａの 座標は－２である。x

このとき，㋑のグラフ上にあり， 座標と 座標がx y

ともに整数である点の座標をすべて求めなさい。

⑦

(４) 次の図で，直線ℓ上にあって２点Ａ，Ｂから等しい距離にある点Ｐを作図しなさい。

， 。ただし 作図に用いた線は消さずに残しておくこと

⑧

（５） 右の図は合同な直角二等辺三角形を組

み合わせたものです。

右の図の中にある点や，直線を使って

１回の移動で を に重ね合わせるため ⑨㋐ ㋒

にはどのような移動をすればよいですか。

下の例にならって答えなさい。

例 は， ことによって，㋑に重ね㋐ 点Ｅを回転の中心として１８０°回転移動させる

合わせることができる。

（６） 右の半球の表面積を求めなさい。

ただし 円周率はπとします ⑩， 。
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まさしさんは 熊本と沖縄とで夏の暑さを比較してみようと思い 平成２３年８月の１か月□３ ， ，
おきなわ

間の日中の最高気温について調べてみました そして 熊本市と那覇市のデータをもとにヒス。 ，
な は

トグラムをつくってみたところ 下のようになりました 下のヒストグラムから 熊本市では， 。 ，

平成２３年８月 日中の最高気温が３０℃以上３１℃未満であった日が４日あったことが分か，

ります。

このとき，次の問いに答えなさい。
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（１） まさしさんは，平成２３年８月の熊本市，那覇市の，夏日，真夏日，猛暑日について，
な は

次のようにノートにまとめました。空欄ア，イにあてはまる文を書きなさい。

なお，集計上，まさしさんは次のように決めてまとめました。

「夏 日」を「１日の最高気温が２５℃以上３０℃未満になる日」とする。

「真夏日」を「１日の最高気温が３０℃以上３５℃未満になる日」とする。

「猛暑日」を「１日の最高気温が３５℃以上になる日」とする。

また，熊本市を 市，那覇市を 市と表しています。K N
な は

⑪

（２） 左の２つのヒストグラムをもとに，さらに具体的な数値を示して熊本市と那覇市とを比
な は

較し 熊本の夏の暑さを説明したいと思います 中央値 メジアン あるいは最頻値 モ， 。 （ ）， （
さいひんち

K Nード という言葉を使って 熊本市と那覇市とを比較しなさい なお 説明では 市と） ， 。 ， ，
な は

市という表現を使ってもかまいません。 ⑫

～まさしさんのノート～

・夏日については， 市は合計４日， 市は合計４日で，日数は同じ。K N

・真夏日については， ア 。

・猛暑日については， イ 。
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よしこさんは，弟のかずきさんと２人で貯金をしています。貯金箱には,５０円硬貨と□４

５００円硬貨のみ入れることにしています。このとき，次の問いに答えなさい。

（１） 貯金箱全体の重さを測ったところ，現在３８６ｇでした。５０円硬貨１枚の重さは

４ｇ，５００円硬貨１枚の重さは７ｇ，貯金箱の重さは５０ｇです。貯金箱の中にあ

る５０円硬貨を 枚，５００円硬貨を 枚として，重さの関係をもとに方程式をつくx y

りなさい。 ⑬

（２） （１）の方程式にあてはまる と の値を１組求めなさい。 ⑭x y

（３） ２人はこの貯金箱を持って郵便局に行き，貯金するために金額を調べてもらったと

ころ，全部で１５７５０円ありました。連立方程式をつくり，それを解いて，５０円

硬貨の枚数と５００円硬貨の枚数をそれぞれ求めなさい （途中の計算も書きなさい ）。 。

⑮
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問題は，次のページに続きます。
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あいこさんは 以前に学習した連立方程式を グラフを用いて解く方法について学習してい□５ ， ，

ます。

（１） 上の連立方程式の解を，上のグラフから求めなさい。 ⑯

（２） この学習をしたあと，先生から次のような課題が出されました。

課題 グラフを利用して連立方程式を解く手順を，言葉でまとめよう。

グラフを利用して連立方程式を解く手順を，黒板の内容を参考にしてまとめなさい。 ⑰

①´

②´

目標：連立方程式をグラフで解こう

５ ･･･①x y+ =

－２ －４ ･･･②x y+ =

①を変形して

′y x= +－ ５ ･･･①

②を変形して

′y x= ２ －４ ･･･②

①′②′のグラフをかく

x
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（３） あいこさんは，車の駐車場の料金を示す３つの看板を見つけ，学校で学習した数学の内

容が生かせるのではないかと考えました。そして，それぞれの駐車場でどれくらい料金が

かかるのか，下図のように３０分ごとの料金を直線で結んだグラフをかいてみました。

利用時間が４時間の場合，どの駐車場を選べば最も安くなると考えられるでしょう。上の

， ， の中から１つ選び， ～ の記号で答えなさい。駐車場Ａ 駐車場Ｂ 駐車場Ｃ Ａ Ｃ

また そのように考えたわけを説明しなさい ⑱， 。

駐車場Ａ

駐車場Ｂ

駐車場Ｃ

（時間）

料金（円）

≪ 駐車場Ａ ≫

１時間まで３００円

その後１時間ごとに１００円

≪ 駐車場Ｂ ≫

３０分１００円

≪ 駐車場Ｃ ≫

１日１０００円
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たかしさんは，１から９までの自然数が書いて□６

あるカードを，右の図のように順番にＵ字の形に

並べています。

このとき，たかしさんは下のように，まず，右

側から連続した２枚のカードを順に選び，最初に

， ，選んだ数を十の位 次に選んだ数を一の位として

２けたの整数をつくりました。また，左側からも

同様に連続した２枚のカードを選び，２けたの整

数をつくりました。

このとき，次の問いに答えなさい。

（たかしさんがつくった整数）

右側から順に選んだ２けたの整数

２３･･･

左側から順に選んだ２けたの整数

５４･･･

（１） あなたもたかしさんがつくった整数とは別の数について，その和がいくつになるか調べ

なさい。また，たかしさんが何の倍数になると予想をしたか， にあてはまる数を書

き入れなさい。 ⑲

右側から順に選んだ２けたの整数

･･･

左側から順に選んだ２けたの整数

･･･

２ ３

４５

左側 右側

１

２

３

５
６

７

９

４

８

たかしさん

この２つの整数の和を求めると，

＋ ＝ になります。２３ ５４ ７７

同じように他にも （右側から順に選んだ２け，

たの整数）＋（左側から順に選んだ２けたの

整数）を求め，それが何の倍数になるか調べ

てみよう。

この２つの整数の和を求めると，

＋ ＝ になります。

【たかしさんの予想】２つの数の和は，

必ず， の倍数になる。
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（２） たかしさんの予想がいつでも成り立つことを説明したいと思います。下の説明を完成し

なさい。 ⑳

【説明】

右側から順に選んだ２けたの整数の十の位の数を とすると，a

一の位の数は ＋１と表すことができる。a

よって，このときの２けたの整数は となる。

左側から順に選んだ２けたの整数の十の位の数を とすると，b

一の位の数は と表すことができる。

よって，このときの２けたの整数は となる。

２つの整数の和は，

したがって，２つの整数の和は， の倍数になる。


